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一
般
会
計
の
平
成
　
年
度
決
算
は
表
１

１９

の
と
お
り
、
歳
入
が
　
億
５
，
４
３
９
万

４６

２
千
円
、
歳
出
が
　
億
５
２
７
万
７
千
円

４６

で
、
差
し
引
き
４
，
９
１
１
万
５
千
円
を

翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
決
算
額
と
比
較
す
る
と
歳
入
で

約
　

億
７
，
８
０
０
万
円
（
　
・
５
％
）

２６

３６

の
減
少
、
歳
出
で
は
約
　
億
９
，
０
０
０

２８

万
円
（
　
・
６
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い

３８

ま
す
。

　
ま
た
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
総
額

は
表
２
の
と
お
り
、
歳
入
が
　
億
９
，
４

１６

９
５
万
４
千
円
、
歳
出
が
　
億
８
，
５
１

１６

３
万
７
千
円
で
、
差
し
引
き
９
８
１
万
７

千
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
前

年
度
決
算
額
と
比
較
す
る
と
歳
入
で
約
６
，

３
０
０
万
円
（
３
・
８
％
）
増
加
、
歳
出

で
約
１
億
４
，
５
０
０
万
円
（
９
・
４
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

　
会
計
別
の
収
支
で
は
、
市
営
公
共
下
水

道
特
別
会
計
で
翌
年
度
繰
越
明
許
費
の
一

般
財
源
と
し
て
９
万
４
千
円
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
で
は
前
年
度
繰
越
金
及
び

空
知
中
部
広
域
連
合
の
決
算
精
算
に
伴
う

分
賦
金
返
還
な
ど
に
よ
り
９
７
２
万
３
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か

の
会
計
は
一
般
会
計
な
ど
か
ら
の
繰
入
金

に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

　昨年１２月に開催された第４回定例市議会において、平成１９年度歌志内市各会計決算が認定さ

れましたので、その概要をお知らせします。

　平成１９年度は、「歌志内市財政健全化計画」を確実に推進するため、これまで以上の緊縮型予

算のなか各種健全化項目を実施してきました。その結果、決算では平成１８年度に発生した赤字

額を計画よりも４年早く解消することができました。

各
会
計
の
決
算
状
況

表１　一般会計の決算状況
歳　　　　出歳　　　　入

差し引き額

(B)－(C)

執行率

(C)／(A)

予算額との
比　　　較
(C)－(A)

決　算　額

(C)

執行率

(B)／(A)

予算額との
比　　　較
(B)－(A)

決　算　額

(B)

歳入歳出
予 算 額
(A)

４，９１１万５千円
％

９７．７
△１億
６７４万5千円

４６億
５２７万７千円

％
９８．８△５，７６３万円

４６億
５，４３９万２千円

４７億
１，２０２万２千円

表２　各特別会計の決算状況
歳入に含む一般会
計からの繰入金額

差し引き額
(A)－(B)

歳出決算額
(B)

歳入決算額
(A)

会 計 区 分

３，９３４万８千円０円４億５，４４０万９千円４億５，４４０万９千円市営改良住宅特別会計

７，１８８万５千円０円１億６，１３７万６千円１億６，１３７万６千円市 営 住 宅 特 別 会 計

２億５，０８７万円９万４千円５億８，８０８万８千円５億８，８１８万２千円市営公共下水道特別会計

１億９，５６８万４千円０円１億９，９４１万４千円１億９，９４１万４千円市営神威岳観光特別会計

３，２２６万８千円９７２万３千円２億７，６３０万４千円２億８，６０２万７千円国民健康保険特別会計

０円 ０円５５４万６千円５５４万６千円土 地 取 得 特 別 会 計

５億９，００５万５千円９８１万７千円１６億８，５１３万７千円１６億９，４９５万４千円合　　　　　計
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市
の
財
政
運
営
の
中
心
で
、
基
本
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
一
般
会
計

の
決
算
概
要
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
歳
入
は
、
市
税
な
ど
自
ら
調
達
で

き
る
「
自
主
財
源
」
と
国
や
道
か
ら
入
る

お
金
や
借
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
の
２

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源
に
乏
し

い
本
市
で
は
、
歳
入
の
大
半
を
依
存
財
源

に
頼
っ
て
お
り
、
中
で
も
そ
の
多
く
を
占

め
る
地
方
交
付
税
に
よ
っ
て
本
市
の
財
政

が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
頼
り
と

す
る
地
方
交
付
税
は
、
算
定
に
用
い
ら
れ

る
数
値
や
補
正
係
数
の
減
な
ど
に
よ
り
前

年
度
と
比
較
し
て
３
，
７
３
５
万
６
千
円

（
１
・
４
％
）
減
少
す
る
な
ど
、
年
々
大

き
く
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
深
刻

な
収
入
不
足
を
招
い
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税

は
３
億
４
０
８
万
６
千
円
で
、
前
年
度
よ

り
約
５
，
０
０
０
万
円
（
　
・
７
％
）
増

１９

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
税
の
所
得
税

か
ら
市
道
民
税
に
一
部
税
収
を
移
す
た
め

の
「
税
源
移
譲
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
徴
収
率
は
　
・
５
％
で

９４

前
年
度
を
１
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し

た
。
な
お
、
市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
負

担
額
は
、
前
年
度
よ
り
１
２
，
１
４
６
円

多
い
６
１
，
９
７
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成１９年度一般会計歳入・歳出決算の内訳

一
般
会
計
決
算
の
概
要
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次
に
歳
出
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
３
ペ
ー
ジ
の
歳
出
決
算
の
グ
ラ
フ
は
、

市
が
使
っ
た
お
金
を
経
済
的
性
質
を
基
準

に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

　
「
義
務
的
経
費
」
は
、
職
員
給
与
や
借
金

の
返
済
な
ど
、
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
で
、「
投
資
的
経
費
」
は
、
施

設
や
道
路
建
設
な
ど
行
政
水
準
の
向
上
に

直
接
か
か
わ
る
経
費
で
す
。
ま
た
、「
そ

の
他
の
経
費
」
は
、
義
務
的
経
費
や
投
資

的
経
費
に
含
ま
れ
な
い
物
件
費
や
補
助
費

な
ど
の
経
費
で
す
。
一
般
的
に
、
義
務
的

経
費
の
割
合
が
低
く
投
資
的
経
費
の
割
合

が
高
い
ほ
ど
、
財
政
に
余
裕
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
決
算
で
は
、
義
務
的
経
費

１９

が
　
億
６
，
４
６
９
万
６
千
円
（
構
成
比

２３
　
・
３
％
）
、
次
い
で
そ
の
他
の
経
費
が
　

５１

２１

億
６
，
２
７
７
万
５
千
円
（
同
　
・
０
％
）

４７

と
、
こ
れ
ら
の
経
費
が
歳
出
の
ほ
と
ん
ど

を
占
め
て
お
り
、
投
資
的
経
費
は
わ
ず
か

７
，
７
８
０
万
６
千
円
（
同
１
・
７
％
）

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
平
成
　
年
度
決
算
で
発
生
し
た
赤
字
額

１８

を
で
き
る
限
り
早
期
に
解
消
す
る
た
め
、

歌
志
内
市
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
い
て

投
資
的
経
費
を
中
心
と
し
た
歳
出
全
体
の

抑
制
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
財
政
構
造
が

極
度
に
硬
直
化
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

先月前借りしたお金（繰上充用金）　１４，０００円

食　費 ８９，０００円
（人件費）

給　料 ２５，０００円
（市　税）

家族の医療費 ５３，０００円
（生活保護費などの扶助費）

パート収入 ８，０００円
（使用料及び手数料）

光熱水費などの雑費 ６２，０００円
（物件費）

親からの仕送り ２６５，０００円
（地方交付税、国・道支出金など）

保険料・町内会費 ３３，０００円
（補助費等）

預金からの引き出し １，０００円
（繰入金）

修繕料 １，０００円
（維持補修費）

ローンの借り入れ １６，０００円
（市　債）

ローンの返済 ５５，０００円
（公債費）

雑収入 ７３，０００円
（諸収入など）

子どもへの仕送り ６２，０００円
（繰出金）

前月からの繰り越し ０円
（繰越金）

家の増改築費 ６，０００円
（普通建設事業費）

貯　金 ４，０００円
（投資・出資金など）

親類や友人への援助 ５，０００円
（貸付金）

１か月の支出合計 ３８４，０００円１か月の収入合計 ３８８，０００円

平成１９年度一般会計決算を１か月の家計簿にたとえると…

　先月（平成１８年度）の家計は急な出費で赤字になってしまい、今

月分の家計から前借りしてやりくりしました。

　今月も先月に引き続き、食費の切り詰めや保険料の見直しなどを

進め支出をぎりぎりまで削った結果、先月前借りしていたお金を含

めても、４,０００円程度の黒字になりました。

　しかし、収入の柱である親からの仕送りは今後も減る見込みのた

め、まだまだ安心はできません。これからも計画的に生活費を見直

して、収入に見合う生活を行わなくてはなりません。

※歌志内市の平成１９年度一般会計決算を、
１か月の家計簿をイメージして作成しま
した。金額は千分の1に置き換え、１２か
月で割っています。

※平成１８年度決算では、収入は４４５，０００円、支出は４５９，０００円でした。

収入３８８，０００円－支出３８４，０００円・・・４，０００円の黒字
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さ
ら
に
、
行
政
の
仕
事
内
容
ご
と
に
大

き
く
分
類
し
た
目
的
別
の
経
費
を
見
て
み

ま
す
。

　
最
も
多
い
の
は
民
生
費
で
、
老
人
福
祉

や
生
活
保
護
、
福
祉
施
設
の
運
営
経
費
な

ど
に
全
体
の
　
・
１
％
に
あ
た
る
約
　
億

２８

１２

９
，
５
０
０
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
次
に
支
出
が
多
か
っ
た
の
は
職
員
費
で
、

特
別
職
と
一
般
職
員
の
給
与
や
医
療
保
険

な
ど
の
共
済
費
と
し
て
、
約
９
億
１
，
４

０
０
万
円
、
全
体
の
　
・
８
％
を
支
出
し

１９

ま
し
た
。
前
年
度
と
比
較
し
て
約
８
，
２

０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
基

本
給
の
削
減
や
退
職
者
の
不
補
充
に
よ
る

も
の
で
す
。
な
お
、
議
員
報
酬
や
各
種
委

員
等
の
報
酬
な
ど
は
各
歳
出
項
目
に
区
分

さ
れ
る
た
め
、
性
質
別
分
類
で
の
人
件
費

の
総
額
と
金
額
は
異
な
り
ま
す
。

　
公
債
費
は
、
市
債
の
償
還
金
な
ど
約
６

億
６
，
６
０
０
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
て
約
　
億
９
，
９
０
０

１５

万
円
の
減
少
と
な
っ
た
の
は
、
前
年
度
に

お
い
て
長
期
借
入
金
約
　
億
円
の
一
括
返

１５

済
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
以
下
、
土
木
費
、
衛
生
費
、
商
工
費
、

総
務
費
、
前
年
度
繰
上
充
用
金
、
教
育
費
、

議
会
費
、
消
防
費
、
労
働
費
、
農
林
費
の

順
に
支
出
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
諸
支
出
金
と
災
害
復
旧
費
に
つ

い
て
は
支
出
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市民１人当たりの決算額　※平成２０年３月末現在の住民基本台帳人口４，９０７人で算出

市の借金（市債）
の返済に使わ
れたお金

公債費

１３５，６７５円

商工業者の振興対策、観
光事業推進
などに使わ
れたお金

商工費

６１，１４７円

医療費や介護保険
事業、福祉行政全
般に使われた
お金

民生費

２６３，８９４円

職員の給与、医療保険な
どの共済費
に使われた
お金

職員費

１８６，２０８円

市道整備や除排雪、公園
や下水道整備など
に使われ
たお金

土木費

９２，８６９円

各種保健予防事業、ごみ
処理事業な
どに使われ
たお金

衛生費

８２，１２１円

一般事務経費や財産管理
などに使わ
れたお金

総務費

３７，１２５円

教育施設の管理運営、社
会教育事業の運営などに
使われた
お金

教育費

３０，４４０円

議員報酬や議会運営に使
われたお金

議会費

８，０４８円

合計

９３８，５１２円

前年度の赤字を補てんす
るために充てられたお金

前年度繰上充用金

３３，４７３円

消防費　 ６，４０３円
労働費　　 ８８０円
農林費
　　２２９円

その他

７，５１２円

前年度との比較決　算　額項　目

△４００万８千円１２億９,４９２万６千円民 生 費

△８,１６１万３千円９億１,３７２万３千円職 員 費

△１５億９,９２９万１千円６億６,５７５万９千円公 債 費

△２,１０５万３千円４億５,５７０万７千円土 木 費

△７２１万１千円４億２９６万９千円衛 生 費

△１２億３,７０６万８千円３億４万７千円商 工 費

△５,７５４万円１億８,２１７万３千円総 務 費

１億６,４２５万円１億６,４２５万円
前 年 度
繰上充用金

△２,７２５万７千円１億４,９３６万８千円教 育 費

△２,１１２万４千円３,９４９万2千円議 会 費

８１９万２千円３,１４２万円消 防 費

△１８２万９千円４３２万円労 働 費

６３万４千円１１２万3千円農 林 費

△５００万円０円諸 支 出 金

０円０円災害復旧費

△２８億８,９９１万８千円４６億５２７万７千円合　計

目的別にみる一般会計決算額
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※　決算額には、消費税及び地方消費税が含まれています。

人口１人当
たり現在高

年 度 末
の 人 口

全 会 計 市 債
年 度 末 現 在 高

年　度

２５４万４千円５,６６６人１４４億１,４５８万６千円平成１５年度

２４３万５千円５,４９９人１３３億８,８４０万１千円平成１６年度

２３４万４千円５,３０９人１２４億４,５６６万３千円平成１７年度

２３０万３千円５,１００人１１７億４,４６６万５千円平成１８年度

２２０万３千円４,９０７人１０８億１,１５４万１千円平成１９年度

全会計の市債現在高

●●●平成１９年度各会計決算報告●●●

入
院
収
益
に
お
い
て
、
高
い
病
床
利
用
率

に
加
え
、
診
療
報
酬
体
系
を
踏
ま
え
た
入

院
患
者
の
受
け
入
れ
等
で
効
率
よ
く
運
営

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
不
良
債
務
が
解
消
さ

れ
る
と
と
も
に
、
消
費
税
を
除
い
た
単
年

度
収
支
で
５
８
４
万
１
千
円
の
純
利
益
が

生
じ
、
累
積
欠
損
金
は
８
億
５
，
５
７
３

万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
は
、
収
入
・
支
出
と
も
５
，

４
０
８
万
８
千
円
で
、
企
業
債
償
還
金
の

増
加
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
２
，
０
３
２

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

■
市
営
改
良
住
宅
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
・
歳
出
と
も
４
億
５
，

４
４
０
万
９
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
歌
神
地
区
改
良
住
宅
建
替
事
業
の

一
部
を
前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
歳
入
で
は
約
１
億
５
，
１
０

０
万
円
、
歳
出
で
は
約
１
億
５
，
５
０
０

万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
。

■
市
営
住
宅
特
別
会
計

　
歳
入
・
歳
出
と
も
決
算
額
は
１
億
６
，

１
３
７
万
６
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
約
１
，
０
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

■
市
営
公
共
下
水
道
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
が
５
億
８
，
８
１
８
万

２
千
円
、
歳
出
が
５
億
８
，
８
０
８
万
８

千
円
で
、
９
万
４
千
円
を
翌
年
度
に
繰
り

越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
市
債
の
借
り

換
え
な
ど
に
伴
う
市
債
償
還
金
の
増
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
と
も
約
１
億
１
，
５
０
０

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

■
市
営
神
威
岳
観
光
特
別
会
計

　
歳
入
・
歳
出
と
も
決
算
額
は
１
億
９
，

９
４
１
万
４
千
円
で
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
な
ど
に
よ
り
、

約
１
億
８
，
７
０
０
万
円
の
事
業
費
が
減

少
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
が
２
億
８
，
６
０
２
万

７
千
円
、
歳
出
が
２
億
７
，
６
３
０
万
４

千
円
で
す
。
平
成
　
年
度
繰
越
金
と
空
知

１８

中
部
広
域
連
合
の
決
算
精
算
に
よ
る
分
賦

金
の
返
還
な
ど
に
よ
り
、
９
７
２
万
３
千

円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
土
地
取
得
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
・
歳
出
と
も
５
５
４
万

６
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
約
　
万
円
減
少

１０

し
ま
し
た
。

特
別
会
計
決
算
の
概
要

▼
患
者
数
の
状
況

　
年
間
延
べ
患
者
数
は
、
入
院
が
２
１
，
３

１
０
人
、
外
来
が
１
９
，
０
９
７
人
で
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
入
院
は
２
３
３
人
増

加
、
外
来
は
１
，
１
７
４
人
減
少
し
ま
し
た
。

▼
経
営
の
状
況

　
総
収
益
は
、
前
年
度
よ
り
１
，
２
８
３
万

４
千
円
の
増
額
で
５
億
３
，
６
３
７
万
６

千
円
、
総
費
用
は
前
年
度
よ
り
２
，
０
７
９

万
４
千
円
の
減
額
で
５
億
２
，
８
５
６
万

９
千
円
で
し
た
。

　
平
成
　
年
度
は
、
入
院
患
者
に
係
る
診

１９

療
材
料
費
等
が
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
職

員
の
給
与
抑
制
措
置
に
よ
る
給
与
費
の
減

な
ど
に
よ
り
、
費
用
は
前
年
度
と
比
較
し

て
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
収
益
で
は
外
来
患
者
数
の
減
少

か
ら
外
来
収
益
が
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、

病
院
事
業
会
計
決
算
の
概
要

病院事業会計の決算状況

５億１,４６５万４千円医業費用４億２,９４３万６千円医業収益

１,３９１万５千円医業外費用１億６９４万円医業外収益

５億２,８５６万９千円合　計５億３,６３７万６千円合　計

〈収　入〉 〈支　出〉収益的収支

８１万９千円建設改良費５,３２６万９千円出資金

５,３２６万９千円企業債償還金８１万９千円他会計繰入金

５,４０８万８千円合　計５,４０８万８千円合　計

〈収　入〉 〈支　出〉資本的収支


